
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関市地域公共交通活性化・再生総合事業計画 

（３年度事業計画検討用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関市公共交通活性化協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 



 

（２）全体事業計画の事業スケジュール 

以下項目別に概ねの着手・実施期間を矢印（←→）、または横棒線（―――）で記載。 

 

事業の名称 

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

4 月   9 月  12 月  3 月 4 月   9 月  12 月   3月 4 月  9月  12月  3月 

西ウイング地域

（関板取間）の 

実証運行 

   

東ウイング地域

（関上之保間）の

実証運行 

   

中山間地域内交通

の実証運行 

 
  

買物循環線（ｼｮｯﾋﾟ

ﾝｸﾞｾﾝﾀｰ巡回線）の

実証運行 

 
  

病院循環線（医

療・保健施設巡回

線）の実証運行 

 
  

マーゴ東山線(乗

継拠点間運行)の

実証運行 

 
  

関地域内支線バス

の実証運行 

 
  

関地域内ディマン

ド運行の実証運行 

 
  

待合環境整備・乗

継 拠 点施 設 整備

（待合施設、バス

停留所整備） 

 
  

利用促進イベント 

、広報・ＰＲ 

 
公共交通シンポジウム開催  

モビリティマネー

ジメントの実施 

 
  

交通マップ、時刻

表の作成 

 
  

運行情報案内板、

乗継案内板 

 
  

バスロケーション

システムの導入 

 
  

運賃体系、運賃制

度 

 
  

ＩＣカード導入 
 

  

事業評価・見直し 
 

  

実証運行 

 実証運行 

 

（実証運行） 

実証運行 

作成   配布 

 準備    定期券の導入・ 乗継割引等調整 導入  

 システム検討       システム構築 導入 

作成   配布 

 本格運行開始 

本格運行開始 

 

本格運行開始 

 実施計画期間 

行 

実証運行 
 本格運行開始 

実証運行 

実証運行 

実証運行 

 本格運行開始 

 本格運行開始 

 本格運行開始 

 岐阜バスとの調整     システム構築  導入    

 システム検討       システム構築 導入 



 

４－２．２年度（平成２２年度）事業計画 

（１）事業計画の概要（目標）等 

事業の名称 事業の概要（目標） 実行主体 評価事項 

・地域間幹線バス、

地域内交通（バ

ス・デマンド交通）

の実証運行 

 

 

・実証運行を引き続き行う

と共に、バスの利用状況、

運行状況調査を行い、本格

運行を行うための課題の整

理や運行改善を行う。 

 

関市 

バス事業者 

交通事業者 

 

 

 

・バス等の利用者数の増加 

・公共施設、病院、大型商業

施設等へのアクセス向上 

・住民の公共交通の利便性等

に対する満足度の向上 

・行政コストの抑制 

・過度に自動車に依存しない

まちづくり 

 

・乗継拠点整備 

（バス停留所整

備） 

 

・公共交通ネットワークに

必要な乗継拠点の整備とし

て、利用者利便を高めるた

めの整備を行う 

関市 

 

 

 

利用促進イベント 

広報・ＰＲ 

・シンポジウムを開催し、 

公共交通の実態を情報発信

する。 

法定協議会 

・事業評価、運行

状況調査 

・ｱﾝｹｰﾄなどによる利用状況

調査を行う 

法定協議会 

（２）事業費等 

 

事業の名称 

総事業費 

（見込み） 

国費 

（見込み） 

地域の負担 

（見込み） 

西ウイング地域（関板取間

バス）の実証運行 
７５,４３３千円 ３７,７１７千円 ３７,７１７千円 

東ウイング地域（関上之保

間バス）の実証運行 
５０,４０５千円 ２５,２０２千円 ２５,２０２千円 

関地域内買物循環バスの

実証運行 
１７,３１６千円 ８,６５８千円 ８,６５８千円 

関地域内病院循環バスの

実証運行 
１７,６２６千円 ８,８１３千円 ８,８１３千円 

関地域内マーゴ東山線の

実証運行 
１４,３４２千円 ７,１７１千円 ７,１７１千円 

関地域内の支線バスの実

証運行（４路線） 
２２,７１８千円 １１，３５９千円 １１，３５９千円 

関地域内のデマンド運行

の実証運行（４路線） 
２１,５６０千円 １０,７８０千円 １０,７８０千円 

乗継拠点整備 

バス停留所整備 
３,０００千円 １,５００千円 １,５００千円 

公共交通シンポジウム 

利用促進・ＰＲ 
１，０８０千円 ５４０千円 ５４０千円 



 

事業評価調査 ８,０００千円 ４,０００千円 ４,０００千円 

小計 

 

２３１,４８０千円 

 

１１５,７４０千円 

 

１１５,７４０千円 

 

 

４－３．３年度（平成２３年度）事業計画 

（１）事業計画の概要（目標）等 

事業の名称 事業の概要（目標） 実行主体 評価事項 

・地域間幹線バス、

地域内交通（バ

ス・デマンド交通）

の実証運行 

・実証運行の最終年として

総合的に評価し移行運行

を決定する。 

 

 

関市 

バス事業者 

交通事業者 

 

・バス等の利用者数の増加 

・公共施設、病院、大型商業施

設等へのアクセス向上 

・住民の公共交通の利便性等に

対する満足度の向上 

・行政コストの抑制 

・過度に自動車に依存しないま

ちづくり 

 

・中山間地域内の

交通の実証運行 

・２年間の実施計画により

決定された運行形態で実

証運行を開始する 

 

関市 

ＮＰＯ法人等 

地元住民組織 

・乗継拠点整備 

 

・公共交通ネットワークに

必要な乗継拠点の整備と

して、利用者利便を高める

ための整備を行う 

関市 

 

・バスマップ、時

刻表の作成 

 

・運行情報を提供するため

バスマップ等を全戸配布

する。（本格運行） 

関市 

 

 

・運行情報案内板、

乗継案内板 

・乗継拠点や長良川鉄道駅

に設置し、利用者の利便性

を向上する 

関市 

交通事業者 

・バスロケーショ

ンシステム 

・乗継拠点などの主要な停

留所や交通施設に設置し、

利用者の利便性を向上す

る。 

関市 

交通事業者 

・ＩＣカード導入 ・岐阜バスとの相互利用が

可能なシステムを導入す

る 

関市 

岐阜バス 

（２）事業費等 

 

事業の名称 

総事業費 

（見込み） 

国費 

（見込み） 

地域の負担 

（見込み） 

西ウイング地域（関板取間

バス）の実証運行 
３７,７１６千円 １８,８５８千円 １８,８５８千円 

東ウイング地域（関上之保

間バス）の実証運行 
２５,２０２千円 １２,６０１千円 １２,６０１千円 

中山間地域内の交通の実

証運行 
４２,８５０千円 ２１,４２５千円 ２１,４２５千円 



 

関地域内買物循環バスの

実証運行 
８,６５８千円 ４,３２９千円 ４,３２９千円 

関地域内病院循環バスの

実証運行 
８,８１３千円 ４,４０６千円 ４,４０７千円 

関地域内マーゴ東山線の

実証運行 
７,１７１千円 ３,５８５千円 ３,５８６千円 

関地域内の支線バスの実

証運行（４路線） 
１１,３５９千円 ５,６７９千円 ３,６８０千円 

関地域内のデマンド運行

の実証運行（４路線） 

  

１０,７８０千円 

 

５,３９０千円 

 

５,３９０千円 

乗継拠点整備 ３,０００千円 １,５００千円 １,５００千円 

交通マップ、時刻表の作成 
５,０００千円 

１，２６０千円 

２,５００千円 

６３０千円 

２,５００千円 

６３０千円 

運行情報案内板・乗継案内

板 
４２,０００千円 

０千円 

２１,０００千円 

０千円 

２１,０００千円 

０千円 

バスロケーションシステ

ム導入（あしあとランプ） 

７３,５００千円 

１，７００千円 

３６,７５０千円 

８５０千円 

３６,７５０千円 

８５０千円 

ＩＣカード導入 
２６,０００千円 

４，５４１千円 

１３,０００千円 

２，２７１千円 

１３,０００千円 

２，２７１千円 

 

小計 

 

３０２,０４９千円 

１６３，０５０千円 

 

１５１,０２４千円 

８１，５２４千円 

 

１５１,０２５千円 

８１，５２６千円 

 

 

 

 

 

 

 


